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貴研究科の専任教員数は 13 名であり、法令上の基準に基づいた必要教員数 11 名を上回っていること

から、法令上の基準が満たされている。また、現員 13 名のうち教授は 10 名であり、専任教員数の半数

以上が教授で構成されるべきという法令上の基準が満たされている。

貴学は「立命館大学大学院担当教員選考基準」、「教員任用基準および大学院担当資格の運用に関する

全学ガイドライン」を定め、貴研究科は、これら基準およびガイドラインの運用について、「教員任用基

準および大学院担当資格の運用に関する経営管理研究科取扱内規」を定めたうえで、それに則り、教員

任用を行っている。専任教員は、「教員任用基準および大学院担当資格の運用に関する経営管理研究科取

扱内規」に基づき、(1) 専攻分野における教育上又は研究上の業績を有する者、(2) 専攻分野について、高

度の技術・技能を有する者、(3) 専攻分野について、特に優れた知識および経験を有する者のいずれか、

あるいは複数にわたる能力を有している者が配置されている。このように、独自のガイドラインを設け、

教育能力について十分な審査を行っていると評価できる。

専任教員 13 名のうち、専門職大学院設置基準が定める実務家教員 7 名（54%）、それ以外の研究者教

員 6 名であり、「おおむね 3 割以上は、専攻分野におけるおおむね 5 年以上の実務経験を有し、かつ、高

度の実務の能力を有する者」とする法令上の要件を満たしている。

実務家教員は、5 年以上の実務経験を有するだけでなく、役員、パートナー等の役職を経験あるいは様々

な部署で実務を遂行してきており、専攻分野について、高度の技術・技能を有する者あるいは特に優れ

た知識および経験を有する者であり、貴研究科の人材育成目的に適った実務家教員陣を有していると評

価できる。また、実務家教員中にみなし教員は置いていない。

研究者教員として配置されている 6 名は、理論的・実証的研究の実績を上げており、教育実績も豊富

である。実務家教員 7 名も、豊富な実務経験とともに、学位取得や優れた学術的業績を上げている教員

を多く配置している。在外経験のある教員もおり、実務家教員との教育・研究上の相互作用を果たしう

る教員編成となっている。

基礎科目に占める専任教員比率は 71％（31 クラス中 22 クラス）、演習科目は専任教員のみが担当して

いるため、経営系各分野の特性に応じた基本的な科目、実務の基礎・技能を学ぶ科目、基礎知識を展開・

発展させる科目について専任教員を中心に適切に配置していると評価できる。

また、理論性を多く含む基礎科目については、研究者教員と実務家教員のうち学術業績のある教員、

学位（修士以上）取得者が 90.3％（31 クラス中 28 クラス）を担当している。一方で、実践性を多く含

むプログラム科目については、実務家教員が 75％（52 科目中 39 科目）を担当している。ゆえに、理論

性を重視する科目と実践性を重視する科目に、それぞれ適切な教員を配置し、各教授陣の専門性や特長

に応じた担当分けを実現していると評価できる。

基礎科目における「競争戦略」、「組織行動」、「技術経営」、「マーケティング」、「ファイナンス」、「アカ

ウンティング」、「企業分析」は経営学ならびに経営系専門職大学院として、教育上重要科目と考えられ

るが、これら科目については、複数開講を行うと同時に専任教員を配置していると認められる。

教育上主要と認められる授業科目を兼担・兼任教員が担当する場合、その配置に関しては、「教員任用基

準および大学院担当資格の運用に関する全学ガイドライン」の「専門職学位課程を担当する専任教員以

外の教員の資格」において、「専門職学位課程を担当する専任教員以外の教員の資格は、当該科目の内容
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貴研究科は、2006 年度の設置にあたって「教員組織編成の基本方針」により、基本方針を有しており、

それに基づいた教員組織編成がなされてきた。また、2013 年度に、2015 年度以降のカリキュラム編成

を見越した新たな「教員組織編成の基本方針」を策定し、それに基づいた教員組織編成が実施されている。

そこでは、客員・任期付き教員の任用も含めた適切な編成が行われている。

貴研究科の教員の募集・任免・昇格については、立命館大学教員任用・昇任規程により 3 名以上の教

員からなる選考委員会を組織し、原則公募で行われている。具体的には、所定の規程・内規等に基づき、

候補者の適否を審査し、経営管理研究科全学人事委員会に提出する。全学人事委員会では、選考委員会

の選考結果を審議する。次に、経営管理研究科教授会は、教授会規程第 9 条第 3 項にしたがい、議決を

行う。このように、適切な内容の基準、手続に関する規程を定め、所定の履歴・業績書をもとに教育上

の指導能力の評価も実施しており、適切に運用していると評価できる。

教員の募集・任免・昇格における研究上の評価についても、「教員任用基準および大学院担当資格の運

用に関する経営管理研究科取扱内規」において、研究上の業績の算定基準に、論文、著書のみならず、

査読の有無、受賞歴、外部資金獲得も含めて統一指標で評価できるよう換算を行っている。

また、昇任については 2018 年度に制定された「昇任人事に関する申し合わせ」において、具体的な教

育経験や業績数に基づいた昇任が行われている。

と当該科目担当候補者の教育研究分野または実務分野との適合性および教育研究業績または実務経験に基

づき、審査を行うものとする」と定められており、適切な基準・手続きで行われている。

教員の平均年齢は 5 年前の外部評価時より若返りが図られ、54 歳となっている。年齢構成においては、

40 代 5 名、50 代 5 名、60 代 3 名である。これは、実践ならびに研究において豊富な経験が求められる

経営系専門職大学院の特性を考慮した場合には適正なバランスを保持していると評価できる。専任教員構

成では、年齢のバランスに配慮している。

専任教員の職業経歴は、民間企業、金融機関、コンサルティング・ファーム、公認会計士など多岐にわ

たっている。また、4 名が長期海外留学の経験を有し、うち 3 名が海外で MBA を有している。女性教員

は 1 名である。これらのことから、職業経歴、国際経験はある程度のバランスがとれている一方、教員の

性別バランスにはいっそうの考慮が必要である。

法令で定められた基準よりもかなり多い実務家教員を配置しており、社会人教育や高度専門職業人を目

指す学部卒業生を対象に「ビジネスを創造するリーダーとして世界と日本の持続的発展に貢献する人材の

養成」という目的の実現を意図した教員組織編成となっている。

貴研究科では、教育活動、研究活動、社会貢献、および組織内運営等について評価項目を設けた教員

全員の自己評価の枠組みを定めている。毎年度、各教員は教員自己評価報告を研究科へ提出し、研究科

長との面談を通じて各教員が自己評価を行い、研究科長は、各教員から提出された教員自己評価報告に

基づき、面談を実施し、教育活動、研究活動、組織内運営への貢献および社会への貢献等をいっそう促

進するための助言を各教員に行っている。

貴学では、専任教員の教育活動・研究活動・社会活動については、貴学 Web サイトの「立命館大学研

究者学術情報データベース」において、全学統一フォーマットによって公開することとしており、貴研究
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貴研究科は、教育目標の達成に向けて、どのような能力を有する入学者を期待しているかを示した入学

者受入方針を定め、ホームページで公表しているほか、入学志願者向けには、入学試験要項、パンフレッ

トにて確認出来ているので、明確な学生の受け入れ方針を設定し、かつ、公表していると評価できる。

入学者受入方針に基づき、適切な選抜基準・手続・方法を設定し、選考方法ならびに志願者の属性に対

応した、9 つの多様な選考方法を採用しており、適切な選抜方法を実現している。志願者全員に調査書、キャ

リアプランニング調書、成績証明書などの書類の提出を求め、それに基づいて面接を実施し内容の精査や、

書類では不明な点を明確にしており、適切な選抜基準および手続きを設定していると評価できる。また、

大学卒業資格をもたない社会人に対して、職業経験や社会経験の実績を評価して事前審査を行い、出願資

格を判断しており、入学者受入方針に掲げた能力を有する志願者の受け入れの実現を図っている。社会人

対象のマネジメントプログラムと学部卒業生・留学生対象のキャリア形成プログラムの 2 つのプログラム

を有し、それぞれの対象者に応じた募集と選考が行われている。

選抜方法・手続の概要は、貴研究科のパンフレットに記載しており、詳細は、入学試験要項に記載して

いる。入学試験要項は、貴研究科のホームページから閲覧可能となっている。書類選考、筆記試験の採点

および面接試験について、志願者 1 人に対して複数の教員が担当することとしている。また、書類選考お

よび面接試験については、所定の基準を目安に採点を行うこととしており、入学者受入方針、選抜基準・

方法に適った学生に的確かつ客観的な評価を実施していると判断できる。

貴学の入学者選抜は、学生の受け入れのあり方の検証を全学サイクルの中で実施している。そこでは、

前年度の各入試方式の分析・総括を行うとともに、次年度の入試方針について策定を行っている。さらに、

貴研究科独自の検証も実施しており、責任ある実施体制の下で、適切かつ公正に実施していると評価でき

る。

障害のある者が入学試験を受験するための仕組みや体制については、志願者からの配慮の申し出があっ

た場合、貴研究科および大学院教学委員会で審議したうえで、具体的対応を図ることが、全学の大学院入

学試験執行ガイドラインによって定められている。

定員管理に関しては、定員 80 名に対し、2019 年度は、志願者 101 名（うち社会人 29 名）、入学者 59
名（社会人 21 名）であった。2017 年度は志願者 51 名（社会人 15 名）、入学者 36 名（社会人 14 名）、

2018 年度は、志願者 64 名（社会人 28 名）、入学者 45 名（社会人 23 名）であり、増加傾向にあるものの、

定員未充足の状態が継続している。また、収容定員 160 名に対して、2019 年 5 月の在籍者数は、112 名

であった。受け入れ態勢が十分に整っていることを考慮しても、入学者数が入学定員に満たない状態が継

続している点は遺憾と言わざるを得ない。

志願者数および入学者数を増やすための様々な特色ある取り組みが両プログラムにおいて行われてい

る。マネジメントプログラムでは企業からの派遣、修了生の紹介、科目等履修生からの入学などの取り組

みが一定の成果を上げている。キャリア形成プログラムでは、外国人留学生の入学者が多く、中でも東京

の日本語学校からの入学者が多いことから、2018 年度より東京の日本語学校への訪問も行われている。

米国 MBA などで一般的な、修了生の年収や在学生の社会的地位などのデータによる入学者への訴求は行

われていない。
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「立命館大学ならびに学校法人立命館の設置する小学校、中学校および高等学校 ハラスメント防止に関

する規程」および「立命館大学・立命館附属校ハラスメント防止のためのガイドライン」によってハラ

スメントに関する全学規程およびガイドラインが定められており、それに則った ｢立命館大学・立命館

附属校ハラスメント防止委員会 ｣が設置されている。そのうえで、ハラスメント相談に対応するために

各キャンパスに ｢ハラスメント相談員 ｣が配置され、貴研究科の教員 1 名、貴研究科の事務局である

OIC 独立研究科事務室の職員 2 名が任命されている。また、研究科レベルの相談員配置、相談・支援体

制の周知は適切に行われており、ハラスメントに対する規程、相談体制、周知は適切に実施されている。

また、ハラスメントの相談 ･支援体制の周知を図るため、こうした体制を学修要覧に記載しているほか、

ハラスメント相談固有のリーフレットを学生に配布するとともに、ホームページを通じて、学生へ周知

している。

貴研究科には、固有の奨学金制度として、入学試験の成績優秀者を対象としたものと、2 回生進級時に

1 回生時の成績優秀者を対象としたものとの 2 つがあり、制度の内容は入学試験要項に記載されているほ

か、ホームページにも掲載されている。さらに、家計急変を事由とした経済的支援の制度を整備している。

その他、日本学生支援機構による奨学金など、学外の民間団体が設置している奨学金制度についても利

用することができ、整備が進んでいる。一方で、ここ数年の入学者の変化からさらなる拡充が求められ

よう。

貴学では、障害学生支援室を設置して、衣笠キャンパス、びわこ・くさつキャンパス、大阪いばらきキャ

ンパスの 3 つのキャンパスにおいて、各種障害のある学生を含めた特別支援学生向けの様々な支援体制

を整えている。相談には、障害学生を支援する障害学生支援室および障害学生の所属する学部・研究科

が対応する。貴研究科においても、障害のある学生への対応はこうした全学および貴研究科の受け入れ

支援体制のもとで対応する。大阪梅田キャンパスには支援室は設置されていないが、支援の対象となる

学生が在籍している場合は、個別対応することとしている。
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立命館全体では、衣笠キャンパス、びわこ・くさつキャンパス、大阪いばらきキャンパス、朱雀キャン

パス、立命館アジア太平洋大学（APU）のそれぞれに図書館が置かれ、学生の学習および教員の教育研究

活動に必要かつ十分な書籍・各種資料が整備されている。

院生は、図書館の利用に際して上限 100 冊、100 日間の貸し出しを受けることができる。貴研究科の学

生および教員は、いずれの拠点においても他キャンパスから図書の取り寄せを行うことができる。

また、利用したい資料が学内にない場合には、相互利用協定を結んでいる国内外の大学・研究機関の図

書館に閲覧に行くことが可能となっている。ただし、館外利用は認められていない。

図書館の検索機能の一つとして、企業情報に関する 14 のデータベースと人物情報に関する 11 のデータ

ベースが登録され、研究および修学に活用できるようになっている。これらには、VPN 接続を通じて世

界中どこからでもアクセスすることが可能である。

貴研究科の各キャンパスの講義室、演習室、自習室等の施設については、規模や教育形態に応じて十分

な質と量が適切に整備されている。

大阪いばらきキャンパス（OIC）には、自習やグループ学習などのために院生用の共同研究室や大学院

ラウンジを設けている。大阪梅田キャンパスには、自習室、パソコン 8 台を配置した共同利用スペース、

閲覧雑誌を配架したラウンジスペースなど、院生の学修支援設備を設けている。利用時間は、キャンパス

のある大阪富国生命ビルの開館スケジュールを考慮し、平日10:00～21:50（開講期間外も同じ）、土曜日9:00
～ 21:00（開講期間外は 9:30 ～ 17:30）、日曜日 9:00 ～ 20:00（開講期間外は 9:30 ～ 17:30）、祝日は

10:00 ～ 21:50（開講期間外は閉室）である。朱雀キャンパスにも広い自習室がある。各キャンパスとも自

治体条例に基づきバリアフリー化を実現している。

貴学では、学習・研究エリアに無線 LAN を整備し、個人のノート型パソコンやモバイル端末からのア

クセスが可能になっている。また、貴学は授業内外の学習を Web 上で支援するシステム「manaba+R」が

導入され、学生はインターネットを通じてアクセスすることができる。さらに、教員や学生は、VPN を

通じて貴学の図書館が提供している各種のデータベースにアクセスすることが可能であり、論文作成や研

究に活用されている。

以上、就学支援システム等において、基本的に、必要かつ十分な水準で適切に整備されている。

職員組織については、OIC 独立研究科事務室が担当しており、専任職員 3 名（うち事務長は他研究科を

兼務）、契約職員 2 名、事務補助職員 1 名を配置していることに加え、他研究科兼務の専門契約職員と派

遣社員もおり、必要な職員数を確保していると言える。

2015 年度に大阪いばらきキャンパスに貴研究科の本部が移転された後、大阪梅田キャンパスおよび朱

雀キャンパスと合わせて 3 つの拠点を有し、それぞれの特長を活かしながら、社会人・学部卒業生・留学

生および教員の多様なニーズに合致した環境を提供している。
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2 時間換算で週 8 時間）、「標準担当時間」（同週 10 時間）の基準に沿って授業を担当している。それぞれ

教育の準備および研究に配慮した規程になっていると言える。2019 年度の実質的な授業時間については、

おおむねこの基準に沿って適正に運用されている。

専任教員に対する個人研究費および研究旅費は、毎年規程に沿って支給されている。

個人研究室も必要な面積が確保されており、必要な教育研究活動環境を整備している。

教育研究活動に必要な機会（研究専念期間制度）として学外研究員の制度が設けられており、学内研究、

国内研究、国外研究に活用されている。研究専念期間制度における研究費は十分な金額が支給されている。

 （２）長所

１  ）学生の図書貸出期間、上限冊数は、学生の学習、教員の教育研究活動を十分に配慮したものとなっ

ている（評価の視点 6-8）。
２  ）図書館の検索機能の一つとして、企業情報に関する 14 のデータベースと人物情報に関する 11 のデー

タベースが登録されている。これらには、VPN 接続を通じて世界中どこからでもアクセスすること

が可能である（評価の視点 6-9）。
３）研究専念期間制度が設けられ、積極的に活用されている（評価の視点 6-12）。

 （３）特色

１  ）他研究科とも共同で利用され、様々な施設の充実する大阪いばらきキャンパスは、学部卒業生・留

学生を対象とするキャリア形成プログラムを履修する学生に対しての授業が主に開講される。一方、

マネジメントプログラムを履修する社会人向けには、交通の要所である梅田・大阪駅前至近にサテラ

イトキャンパスとして大阪梅田キャンパスを、さらには京都市内や滋賀県で勤務もしくは自宅がある

学生に便利な朱雀キャンパスの 2 拠点を配置している（評価の視点 6-6）。
２）全国でも有数の規模を誇る全立命館のリソースを活用することが可能である（評価の視点 6-9）。
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全学レベルにおいて、自己点検・評価の結果をホームページで公開している。研究科レベルにおいても、

独自の点検・評価を行い、自己点検・評価の結果について、そのほぼすべての情報を研究科ホームページ

で公開している点は高く評価できる。

認証評価については、研究科ホームページの「自己点検評価・認証評価」にて公表している。

立命館大学ホームページおよび貴研究科のホームページや大学案内等において、組織運営と諸活動の状

況について、社会が正しく理解できるよう、必要な項目を適切に情報公開している。

人材育成目的と 3 つの方針、MBA の解説、アドバイザリー・ボードの紹介、カリキュラム・ツリーお

よびカリキュラム・マップ、各プログラムによる修学の状況など、貴研究科の目的や特色の理解に資する

情報がホームページ上に詳細に公開されている。

貴研究科の修了生の同窓会組織である RIMO の活動状況についても貴研究科ホームページで公開され

ている。
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